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グ ロ ー バ ル 金 融 危 機 後 の
レバレッジ比率によるリスク管理
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総資産順位 会社名 業種 2008年Q1総資産額 備考
1 シティグループ 銀行 2,200
2 バンク .オブ .アメリカ 銀行 1,737
3 JPモルガン .チェース 銀行 1,643
4 ゴール ドマン .サックス 投資銀行 1,189
5 モルガン .スタンレー 投資銀行 1,091
6 AⅠG 保険 1,051 2008年9月に米政府の管理下で経営再建が決定した○
7 メリルリンチ 投資銀行 1,042 2008年9月15日にバンク .オブ .アメリカにより買収されたo
8 ファニー .メイ その他金融機関(政府支援機関) 843 2008年9月に米政府の管理下に置かれたo
9 ワコピア 銀行 809 2008年10月3日にウェルズ .ファーゴの株式取得による経営支援が決定した○
10 フレデイ .マック その他金融機関(政府支援機関) 803 2008年9月に米政府の管理下に置かれたO
ll リー マン .ブラザーズ 投資銀行 786 2008年9月15日に連邦倒産法第11章の適用申請により倒産した○
12 GEキャピタル その他金融機関(ノンバンク) 684
13 ウェルズ .ファーゴ 銀行 595
14 メットライフ 保険 557
15 プルデンシャル .ファイナンシャル 保険 478
16 ベアー .スターンズ 投資銀行 399 2008年3月頃経営危機に陥り,同5月30日にJPモルガン.チェー スにより買収されたo
17 ハー トフォー ド 保険 344
18 サンフランシスコ連邦住宅貸付銀行 その他金融機関(政府支援機関) 332
19 ワシントン .ミューチュアル その他金融機関(貯蓄金融機関) 320 2008年9月25日に業務停止で経営破綻し,JPモルガン.チェー スにより買収された○
20 バークシャー .ハサウェイ 保険 281
21 GMAC その他金融機関(ノンバンク) 243 2007年に住宅ロー ン部門で損失が拡大し,2008年中に業務縮′卜人員削減を実施したo
22 Usバンコープ 銀行 242
23 バンク.オブ .ニュー ヨー ク.メロン 銀行 205
























単回帰式 (括弧内はt値) 決定係数R2 データ数
商業銀行 AssetGrowth-0.066×LeverageGrowth+0.051(.357) (2.49) 0.002 67
保険会社 AssetGrowthニ 0ーー201×LeverageGrowth+0.002(-4.839) (033) 0.328 50
投資銀行 AssetGrowth-0.620×LeverageGrowth+0.018(5.78) (1.53) 0.527 32
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- フレデイ .マック 29 28 32 31 30 50 68 -58 -28 -155 110
----FHLBサンフランシスコ 23 22 24 24 24 23 23 31 33 28 27
---一一ファニー .メイ 20 20 22 21 20 22 22 97 -60 -48 -85
---GMAC 20 18 18 20 17 16 18 23 9 8 7
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- .-GEキャピタル 10 10 10 10 ll 12 10 ll 9 8 8
図3 米国金融機関のレバレッジ比率の推移













































単回帰式 (括弧内はg値) 決定係数R2 データ数
銀 行 AssetGrowth-0.013×LeverageGrowth+0.015(1.9) (4.902) 0.002 651
保険会社 AssetGrowth-0.153×LeverageGrowth+0.017(4.24) (1345) 0.123 130
表4 国内保険会社の資産構成割合 (2007年3月現在)
貸付金 邦貨建 国内 外貨建 外国 不動産 短期 その他債 券 株式 債 券 株式 資金
生命保険会社 20.60% 45.00% 17.70% 9.50% 2.80% 2.30% 2.20% 0.00%













































的有価証券 (償却原価で評価),責任準備金対応債券 (償却原価で評価),および子会社 ･関連会社株式 (原価で評
価)がある｡























































R&Ⅰ格付 格付区分1 格付区分2 R&Ⅰ格付 格付区分1 格付区分2
AAA 0 0 BB+ 10 2
AA+ 1 BB ll
AA 2 BB- 12
AA- 3 B+ 13
A+ 4 1 B 145 - 5
A- 6 CCC+ 16
BBB+ 7 2 CCC 178 8




係数 (B) 標準誤差 Wal° 有意確率
しきい値 [格付区分2=0] 0.003 0.380 0.000 0.994
[格付区分2=1] 3.930 0.467 70.764 0.000***
McFaddenの疑似決定係数 0.131
係数 (B) 標準誤差 Wal° 有意確率
しきい値 [格付区分2=0] 0.773 0.357 4.686 0.030**
[格付区分2=1] 2.335 0.429 29ー627 0.000***
McFaddenの疑似決定係数 0.145
係数 (B) 標準誤差 Wal° 有意確率
しきい値 [格付区分2=1] -1.623 0.719 5.095 0.024**
*:10%有意,**:5%有意,***:1%有意
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表7 説明変数の定義
区分 説明変数の候補 計算式
規 模 業務純益 LoglO(1+業務純益) 業務純益≧0の場合
Log10(1/(1-業務純益) 業務純益<0の場合




安全性 レバレッジ比率 Log10(1+総資産/自己資本) 総資産/自己資本≧0の場合Log10(1/(1-総資産/自己資本)総資産/自己資本<0の場合
自己資本比率 自己資本/総資産
自己資本貸倒引当金比率 貸倒引当金/自己資本















































区分 説明変数 符号の向き 標準化されていない係数 標準化係数 r値 有意確率 VⅠF係数 (B) 標準偏差 ベータ
(定数) 0.014 2.947 0.005 0.996
規模 自己資本 - -1.070 0.153 -0.335-7.000 0_000*** 1.001
安全性 レバレッジ比率 + 8ー217 1.718 0.740 4.781 0.000***10.459
自己資本比率 - 25,258 ll.57 0.338 2.183 0.030** 10.473
第2段階 :説明変数3個
区分 説明変数 符号の向き 標準化されていない係数 標準化係数 r値 有意確率 VⅠF係数 (B) 標準偏差 ベータ
(定数) 5.995 1.092 5.489 0_000***
規模 自己資本 - -1.057 0.154 -0.331-6.877 0.000*** 1.000








































































係数 (B) 標準誤差 Wal° 有意確率
しきい値 [格付区分1=2] -9.942 1.356 53.74 0.000***
[格付区分1=3] -8.277 1.316 39.567 0.000***
[格付区分1=4] -6.164 1.278 23.269 0.000***
[格付区分1=5] -5.203 1.265 16.913 0.000***
[格付区分1=6] -3.86 1.252 9.514 0.002***
[格付区分1=7] -2.875 1.251 5.286 0.021**
[格付区分1=8] -1.491 1.280 1.358 0.244
位置 レバレッジ比率 0.154 0.019 67.468 0.000***
自己資本 -1.574 0.234 45.201 0.000***
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